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図1-4は､ 3.5MeⅤ陽子ビームで得られた缶入りトマトジュース(1 9 7 2年ごろの輸入製品)
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ここでし､ 1､ R､ rは図に示す距離とビームスポットである｡式からビーム径rを小さくするには
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図2-9　精密二連四重極電磁石レンズ
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=   ~ー×
cTXxejfxab Qxdn6.023×1023
×㌫ (3-1)
ここで､ mAは細胞内にある元素Aの量､ MAはAの質量数､ oxはAの元素の特性X線の発生断





























































































































pK - N症4Ji(怒〕7/2 (cm2g-. ,　　　(4･2,
′
ここで､ Ⅳは単位体積中の原子数､射まトムソン散乱の微分断面積を積分した全断面積に等しい


























































X線CTの機能は､大まかに① ｢投影データを得る機能｣と､ ② ｢CT像を再生する機能｣とに
37










































































































F(pcosO,psin 0) - EJIJf(X,y)exp(- j2mP(xcosO +ysin 0)hdy (4-14)
さらに､式(4-ll)の関係を用いると式(4-14)は次のように変形される｡
F(pcosO,psin 0) -揖臣(r coso ISin 0,rsin 0 I scosOVs]exp(1･2mjK)dr




























f(X,y) - Io2方r F(p cosO, psin 0)exptJ'2n(xcosO十y Sin 0)p)iXWO　(4･17)
ここで0に関する積分の範囲を0からHまでと､口から2Hまでとに分けて考えると､次式のよ
うに表される[,
f(X,y) - 1,,nrF(pcosO, p sin 0) exptJ'2n(xcosO I y sin 0)p)iXtjdO
･ I(:rF(pcos(0 ･方),PSin(0 ･方))exptj2H(xcos(8 + H) + ySin(0 ･方))p)iXWO
(4-18)
F(p,0+7T)=F(-p,0)となることを考慮すると､式(4･18)は次式のようになる｢.
f(X, y) -旺G(p)lpL exp(-j2mjY)dp]dO
ただし､






Q(r, 0) -仁G(p)lpl exp(j2EiY)dp
(4･19)は次式のようになる｡.













































































































































































































































































3次元物体の座標系で､図4･9左に示すように3つの単位ベクトルi､ j､ k (i ‥y-Z平面
で線源から回転中心に向かい平面検出器と直交するベクトル､ j : y-Z平面で平面検出器と平行






















A     A     A     Jt
位ベクトルi､ Ij､ k (,':線源から検出器-向かう方向ベクトル､ノ:面上でこれと直交するベ



































































































































































































確率､すなわち尤度(Likelihood) : L(p)は次のように計算される｡まず､ 1つの検出器の投影デー
タがγカウントとなる確率は､
p(y) - exp(- y)･至-y-　　　　　　　　　　　　(4-77)
.l･!
となる,,従って､ CTシステム全体の尤度(確率)は､各検出器が独立であるので､
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X線エネルギー(keV) 釘經?纉2?.40_7.06 澱纉#r緜R?A78.26 
強度比 塔ゅ??繝"?8.1111.89 塔ゅ??繝?88.1111.89 




































































































































































































































































































































Target : Fe , Median : 3
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6keVの特性Ⅹ線を用いたほうが良い｡したがって､元素としては､ P､ S､ Cl､ K､ Ca､ Sc､ Ti､
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